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海外情報

輸出拡大を目指すカナダ牛肉産業の現状
〜業界が抱える課題とCPTPP発効後の

対日輸出動向について～
調査情報部　伊藤　瑞基

１　はじめに

カナダの牛肉生産量は世界の牛肉生産量の

約２％であり、牛肉供給大国である米国（同

22％）やブラジル（同18％）などと比較す

るとその割合は高くはない（表１）。しかし、

カナダで肥育される牛の多くは大麦や小麦、

トウモロコシといった飼料穀物で肥育され、

穀物肥育牛肉に限れば、カナダは世界第３位

の生産量を誇る。さらに、牛肉生産量の約４

割が輸出に仕向けられており、輸出量では世

界第８位となる。

日本にとってカナダは、米国、豪州に続く

３番目の牛肉供給国であり、近年の輸入割合

は上昇傾向にある。

本稿では、日本の牛肉需給に影響を与える

カナダの牛肉産業について、（１）牛肉需給の

動向（２）環太平洋パートナーシップに関す

　近年、カナダ産牛肉の対日輸出量は大幅に増加し、日本の牛肉輸入量に占めるカナダ産牛
肉の割合は上昇傾向にある。23年はカナダ国内での干ばつの影響による生産量の減少やカナ
ダドル高の為替相場などを背景に、輸出量は減少に転じる見込みであるものの、政府・業界
団体は輸出拡大に向け、生産性や競争力の向上、持続可能性の追求などを掲げている。

【要約】

順位 国・地域 生産量（千トン） 比率
1 米国 12,890 21.7%
2 ブラジル 10,350 17.5%
3 中国 7,180 12.1%
4 EU 6,720 11.3%
5 インド 4,350 7.3%
6 アルゼンチン 3,140 5.3%
7 メキシコ 2,180 3.7%
8 豪州 1,880 3.2%
9 カナダ 1,412 2.4%
10 ロシア 1,320 2.2%

世界全体 59,285 100.0%

表１　世界の牛肉生産量・輸出量上位国・地域（2022年）

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS）
注１：枝肉重量ベース。
注２：出典が異なるため、図５、７の数値とは必ずしも一致しない。

順位 国・地域 輸出量（千トン） 比率
1 ブラジル 2,898 24.1%
2 米国 1,608 13.4%
3 インド 1,442 12.0%
4 豪州 1,238 10.3%
5 アルゼンチン 823 6.8%
6 ニュージーランド 643 5.3%
7 EU 623 5.2%
8 カナダ 583 4.8%
9 ウルグアイ 513 4.3%
10 パラグアイ 462 3.8%

世界全体 12,027 100.0%
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る包括的及び先進的な協定（CPTTP）発効

後の対日輸出などの動向（３）政府や業界に

よる輸出拡大の取り組み―などの視点から現

地調査を基に報告する。

な お、 単 位 の 換 算 に は、 １ ポ ン ド ＝

０.4536キログラム、１エーカー＝０.4047

ヘクタールを使用した。また、本稿中の為替

レートは、三菱UFJリサーチ＆コンサルティ

ング株式会社「月末・月中平均為替相場」

2024年２月末TTS相場の１カナダドル＝

112.49円を使用した。

カナダの直近10年の牛肉需給動向を見る

と、2022年までは、同国の牛肉生産量およ

び輸出量はおおむね増加傾向で推移してきた

ものの、23年は減少している（表２）。

（１）牛飼養頭数

カナダの牛肉生産は、放牧に適した土地を

多く有する西部のアルバータ州やサスカチュ

ワン州などを中心に行われている。同国全体

の肉用経産牛頭数の６割以上をこの２州で占

めており、両州の気候状況が同国全体の肉牛

飼養の動向を大きく左右する構造となってい

る（図１）。

実際に、過去20年にわたり西部を中心と

した干ばつの影響を受けて、カナダの牛飼養

頭数は減少傾向で推移しており、2005年の

1688万頭から23年には1215万頭まで減少

した（図２）。特に22年以降はアルバータ州

など西部での干ばつの深刻化や、飼料価格や

土地代などの上昇に伴う生産コストの上昇も

重なったことで、飼養頭数の減少がさらに進

んでいる。カナダ政府は牛肉産業が国や地域

経済を支える重要な産業であるとして、畜産

農家への課税優遇措置やアルバータ州生産者

向けの財政支援（注１）などを行ってきた。

（注１）海外情報「カナダ政府、干ばつなどの被害で畜産業者へ
の課税猶予措置を適用（カナダ）」（https://www.alic.go.jp/
chosa-c/joho01_003600.html）、「カナダ政府、アルバータ
州肉牛生産者に対する支援策を公表（カナダ）」（https://www.
alic.go.jp/chosa-c/joho01_003662.html）を参照されたい。

２　牛肉需給の動向

図１　主要な肉用牛生産州

ササススカカチチュュワワンン州州

アアルルババーータタ州州

資料：�カナダ統計局（Statistics Canada）のウェブサイトを基
に機構作成

2014年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年
生産量 1,100 1,047 1,130 1,201 1,265 1,342 1,314 1,385 1,412 1,340
消費量 1,004 934 963 988 1,015 1,029 1,046 1,002 1,043 1,027
輸出量 360 379 418 444 477 525 511 593 583 560
輸入量 274 270 245 229 236 204 249 212 214 240

表２　カナダの牛肉需給の動向（2014～23年）
（単位：千トン）

資料：USDA/FASの公表資料を基に機構作成
　注：出典が異なるため、図５、７の数値とは必ずしも一致しない。

https://www.alic.go.jp/chosa-c/joho01_003600.html
https://www.alic.go.jp/chosa-c/joho01_003600.html
https://www.alic.go.jp/chosa-c/joho01_003662.html
https://www.alic.go.jp/chosa-c/joho01_003662.html
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（２）肥育牛価格

カナダの肥育牛価格は、2018 ～ 21年は

多少の変動を繰り返しながらも100ポンド

当たり150カナダドル（１キログラム当た

り372円）前後で推移していた（図３）。し

かし、22年以降は米国を含む北米地域での

牛の飼養頭数減少や飼料高などを背景に上昇

し、23年の平均肥育牛価格は同223.83カ

ナダドル（同555円）と20年比で45.6％高

となる大幅な上昇を記録している。現地業界

団体によると、肥育牛価格が高値で推移して

いることは、繁殖農家やフィードロット経営

の収益率が改善し、飼養頭数の回復が期待さ

れるものの、大麦などの飼料相場がいまだ高

値圏にあることや、干ばつや食肉処理場の稼

働問題など不確実性要素が大きいことが、多

くの生産者の増頭意欲を妨げているという。

（３）と畜頭数

過去10年にわたってカナダの飼養頭数は

横ばいで推移しているが、米国からの生体輸

入によりフィードロット飼養頭数が増加傾向

で推移する中、牛と畜頭数は増加傾向で推移

している（図４）。2020年はコロナ禍で食

肉処理・加工施設の労働者不足により稼働率

が大きく低下し、と畜頭数は減少に転じたが、

21年以降は再び増加傾向にある。現地情報

によれば、現在も食肉処理・加工施設の人手

不足は続いているとされるが、カナダ政府が

23年５月、農業食品パイロットプログラム（注２）

の期間延長を決定するなど、移民による労働

力の確保などの対応を行ったことで食肉処理

場の稼働率を上げている。

（注２）カナダ国内の食肉処理・加工施設などで働く外国人労働
者に対して、永住権の申請を認めるもの。当初は2020年から３
年間と限定的に開始されたが、カナダ移民局はさらに２年間のプ
ログラムの期間延長を決定した。

図２　牛総飼養頭数の推移
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資料：Statistics Canada
　注：各年７月１日時点。

図３　肥育牛価格および大麦価格の推移
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資料：カナダ農務・農産食品省（AAFC）、CanFax
注１：肥育牛価格はアルバータ州の去勢牛価格。
注２：大麦価格はアルバータ州の平均価格。

図４　�と畜頭数および１頭当たり枝肉重量の
推移
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（４）牛肉生産量

カナダの牛肉生産量は、2015年以降、と

畜頭数や１頭当たり枝肉重量の増加から堅調

に推移しており、22年の牛肉生産量は138

万トンと過去10年で最高を記録した（図５）。

しかし、23年は前年の干ばつで多くの繁殖

雌牛が淘
と う た

汰されたことなどによる飼養頭数の

減少から、牛肉生産量も減少し、今後も減少

傾向が続くと予測されている。

コラム１　カナダ国内の牛肉消費動向について

　カナダでは近年、干ばつなどによる牛肉

や農産物などの生産量の減少やコロナ禍で

発生したサプライチェーンの混乱が続いた

ことで、食料品をはじめとしたインフレが

加速している。食肉の消費者物価指数を見

ると、2023年11月時点で前年同月比5.0％

増と上昇しており、牛肉小売価格について

は22年以降、過去５カ年平均を大きく上

回っている（コラム１－図１）。しかし、こ

うした状況下でもカナダ国内の牛肉需要は

堅調であり、物価変動の影響を排除した2000年を100とする22年のカナダ小売牛肉需要

指数（注１）は約125と高水準にある。

　今回調査時（23年11月）のアルバータ

州大手スーパーマーケットの牛肉価格を見

ると、AAA級（注２）のサーロインが１キログ

ラム当たり27.49カナダドル（100グラム

当たり309円）、ももが同21.98カナダドル

（同247円）で販売されていた（コラム１

－写真１）。これらは日本で販売される輸

入牛肉価格（注３）と比較しても近い水準にあ

る。

コラム１－写真１　牛肉販売の様子

図５　牛肉生産量の推移
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資料：Statistics Canada、USDA/FAS
注１：枝肉重量ベース。
注２：2023年は推定値。

コラム１ー図１　牛肉小売価格の推移
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　また、近年では持続可能性などに対する消費者ニーズの高まりから、一部の商品には持続

可能な牛肉に関するカナダ円卓会議（CRSB）（注４）から発行されたラベルが貼付されている（コ

ラム１－写真２）。このラベルは、同スーパーマーケットの牛肉製品がCRSBに認定された

農場や食肉処理加工施設から少なくとも30％以上供給されていることを意味している。ま

た、カナダでは近年、中東地域などからの移民が増加していることから、宗教上の対応とし

てハラール牛肉の認証ラベルの貼付も確認された（コラム１―写真３）。

　今後の食品価格については、金利はいまだに高水準にあるものの、カナダ中央銀行が再度

の利上げを保留していることなどから、24年の食品価格のインフレ率は2.5 ～ 4.5％と緩

やかになると予測されている。しかし、食品については気候変動対策としてサプライチェー

ンの脱炭素化などが求められており、今後の牛肉価格上昇のリスクとされている。

　このような中で、将来的な国内の牛肉

消費については減少を予測する見方が強

い。消費者の節約志向などを背景に、牛肉

から鶏肉へ需要がシフトしており、１人当

たり牛肉消費量は1990年の33.90キログ

ラムから2022年には24.84キログラムま

で減少した（コラム１―図２）。また、移民

は増加しているものの、文化的にも食肉の

嗜
し こ う

好が異なることや価格の問題から、牛肉

需要の増加は限定的で、消費量は減少する

と見込まれている。

（注１）物価変動の影響を排除した牛肉小売価格と１人当たり牛肉消費量を基に算出される指標で、基準年より高いと需要が高いこと
を示す。

（注２）上から２番目の等級。生鮮牛肉として供される牛肉の７割が同級に格付けされ、米国の等級のチョイス級に相当する。格付制
度については後述（2 牛肉需給の動向（６）カナダ産牛肉の特徴 ウ 格付制度）。

（注３）農林水産省が公表する「食品価格動向調査（食肉・鶏卵）」との比較。
（注４）カナダ牛肉業界内での持続可能性への取り組みを推進するために発足した、さまざまな分野の関係者が参加する枠組み。

コラム１ー写真３　ハラール認証ラベルコラム１－写真２　CRSB認定ラベル

コラム１－図２　１人当たり食肉消費量の推移
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（５）輸出動向

カナダの牛肉生産量の約４割は輸出に仕向

けられており、国内消費量が減少傾向にある

中で、輸出拡大は業界にとって重要な課題と

して取り上げられている（図６）。輸出量は

2013年以降、世界的な牛肉需要の高まりや

18年のCPTPP発効を背景に堅調に推移し

ており、輸出額も過去10年で３倍以上に拡

大し、22年は過去最高を記録した（図７）。

（６）カナダ産牛肉の特徴

現地業界団体によれば、カナダ産牛肉の主

な特徴として、次のような点が強調されてい

る。

ア　穀物肥育牛

カナダ肥育牛の多くは、国内で豊富に供給

される大麦や小麦などを主体とする穀物肥育

（グレインフェッド）により仕上げられ、前

述の通り穀物肥育牛肉に限った生産量では世

界第３位である。しかし、近年干ばつの影響

による大麦などの生育不良から飼料価格は高

騰しており、一部地域では米国産トウモロコ

シなどへの代替が進んでいるという。

イ　飼養品種

飼養品種はアンガス種が最も多く、全体の

約５割を占め、その他シンメンタール種が約

20％、シャロレー種が約12％と続いている

（図８）。これらの品種は、北半球の低温の環

境に耐性があり、肉質面でも脂肪がつきやす

いという。

図６　カナダ産牛肉の仕向け割合
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資料： Statistics Canada
注１：製品重量ベース。
注２：内臓肉を含む。



畜 産 の 情 報 　 2024. 484

ウ　格付制度

カナダでの食肉の格付けは、カナダ牛肉格

付協会（CBGA）による同国独自の制度が

導入されている（注３）。2022年にCBGAで格

付けされた牛肉は、上位等級からプライム級

の割合が3.5％、AAA級が55.7％、AA級が

18.9％、Ａ級が0.8％となった（図９）。肉

質の向上が進んでいることから、17年と比

較してプライム級が約2.1ポイント上昇、

AAA級は約9.5ポイント上昇している。

なお、牛肉の格付けは任意ではあるが、と

畜される肥育牛のほぼすべてが本制度により

格付けされている。

（注３）『畜産の情報』2018年12月号「カナダの牛肉輸出見通
し～輸出拡大を目指すカナダ牛肉業界」（https://www.alic.
go.jp/joho-c/joho05_000397.html）を参照されたい。

日本は、米国に次いで輸出量、輸出額とも

にカナダ産牛肉の２番目の輸出先となってい

る。2018年３月のCPTPP発効以降は、日

本に輸出されるカナダ産牛肉の関税率が引き

下げられたことや、23年に加工品を含めた

カナダ産牛肉に対する輸入制限（注４）が解除さ

れたことも対日輸出拡大への追い風となって

いる。

（注４）2003年にカナダ国内で初の牛海綿状脳症（BSE）が確
認された後、日本はカナダ産牛肉および加工品などの輸入禁止措
置をとり、その後、30カ月齢以下の月齢制限を課していた。

（１）対日輸出の動向

CPTPPにより、日本のカナダ産牛肉の輸

入関税率は当初の38.5％から2033年には

９％、内臓肉については最大50％から９％

まで段階的に引き下げられることとなった

３　CPTPP発効後の対日輸出などの動向
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12.6%
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3.2%

ゲルプフィー種

2.7%

ショートホーン種

2.3%
その他

4.1%

図８　肥育牛の飼養品種の割合（2022年）

資料：Statistics Canada

図９　牛肉の格付等級割合（2022年）
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資料：CBGA

https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_000397.html
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_000397.html
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（表３）。22年の同国産牛肉の対日輸出量は

６万7800トン（18年比では111.3％増）

と大幅に増加した（図10）。また、日本の牛

肉輸入量に占めるカナダ産の割合を見ると、

18年が４％程度であったものの、22年には約

８％と２倍以上に拡大した（図11）。日本向け

の輸出部位（内臓肉を含む）としてはかた肉

が28 ％、 ブ リ ス ケ ッ ト（ か た ば ら ） が

10％、フランク・プレート（ばら系）が９％、

ロイン系が２％、内臓肉が34％を占めてい

る（図12）。

CPTPP発効当初、最大の競合国であり、

TPPから離脱した米国と比較して、カナダ

は価格競争力の面で優位な状況となった。し

かし、20年に日米貿易協定が発効し、米国

産牛肉の関税率がCPTPPと同水準となった

ことで、関税面で米国産に対する優位性はな

くなった。また、近年はカナダ国内の牛肉価

格の高騰や円に対するカナダドル高から、同

国産牛肉の価格競争力が低下し、23年の対

日輸出量は減少している（図10、13）。

関税率
2018年度 27.50
19年度 26.60
20年度 25.80
21年度 25.00
22年度 24.10
23年度 23.30
24年度 22.50
25年度 21.60
26年度 20.80
27年度 20.00
28年度 18.10
29年度 16.30
30年度 14.50
31年度 12.60
32年度 10.80
33年度 9.00

表３　カナダ産牛肉の対日関税率の推移

資料：税関
　注：HSコード0201、0202。

（単位：％）

図10　日本向け牛肉輸出量および輸出額の推移
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資料：Statistics Canada
　注：内臓肉を含む。

図11　日本の輸入先別牛肉輸入割合の推移
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資料：財務省「貿易統計」
注１：部分肉換算した数値。
注２：煮沸肉、ほほ肉、頭肉を含む。

図12　日本向け輸出牛肉の部位別割合（2022年）
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（２）他国への輸出動向

今後の対日輸出にも影響するカナダ産牛肉

の主な輸出先としては、米国・メキシコ・カ

ナダ協定（USMCA）下で無関税の輸出が可

能である米国やメキシコ、さらに近年、牛肉

需要が高まりつつある中国が挙げられる。

ア　米国向け

米国は隣国であるという地理的なメリット

や無関税で輸出可能であることから、カナダ

の牛肉輸出先第１位であり、輸出量全体の約

８割を占めている（前掲の図７）。2013年

以降、米国の堅調な需要により輸出量は増加

傾向で推移しており、主要輸出部位としては

チャック（かた）系やロイン系が主となって

いる。米国農務省（USDA）によると、今後

数年は米国内の牛肉生産量の減少が続くこと

で、カナダからの輸出量は堅調に推移すると

見込まれている。

イ　メキシコ向け

米国同様、無関税で輸出可能なメキシコ向

けは、近年、需要の高まりやペソ高で推移す

る為替相場を背景に輸出量が拡大しており、

2022年は２万6500トン（18年比72.0％

増）と大幅に増加した。輸出部位は内臓肉や

かた肉が多くを占めており、日本向けと類似

している。現地業界団体によれば、22年以降、

円とペソの為替動向が両国向けの輸出量を左

右する一因とされており、日本向けの輸出量

の減少分をメキシコ向けが相殺する形となっ

ている。

ウ　中国向け

中国向けは、2017年以降、カナダ産牛肉

に関する輸出要件の設定や工場の輸出認定が

進められたことで、輸出量は堅調に推移して

いた。しかし、21年にカナダの肥育牛農場

で非定型の牛海綿状脳症（BSE）に感染し

た肉牛が検出されたことから、中国はカナダ

産牛肉の輸入停止措置を続けている。現地情

報によれば、カナダの業界団体は両国の大使

館を通して輸入解禁を要求しているものの、

現時点ではっきりとした回答は確認できてい

ないとされる。

図13　カナダドルに対する主要通貨の推移
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　注：�2021年１月のカナダドルに対する各国通貨レート

指数を100として算定。
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コラム２　アルバータ州肥育農家（フィードロット）の事例

　カナダの肉用牛生産は小規模経営が基本

であり、飼養頭数47頭以下の農場が全体の

６割を占めている。また、近年は後継者不

足などにより生産者が減少する一方で、

１戸当たりの飼養規模は増加傾向にある

（コラム２―図１）。

　今回、現地調査を行ったアルバータ州に

あるCattleland Feedyardsは、2005年に

設立され、親子２代にわたり肥育農家とし

て肉用牛生産を行ってきた。飼養品種はア

ンガス種やヘレフォード種、交雑種（F1）

などさまざまな品種を飼養している。また、

約１万2000エーカー（4856ヘクタール）という広大な敷地で自家用飼料（大麦、小麦、菜種、

干し草用のアルファルファ）を栽培し、フィードロットの収容可能頭数は設立当初の500頭

から現在は２万5000頭まで拡大した（コラム２―写真１、２）。当該地域の気候は、年間

平均降水量が約480ミリであるが、23年は同300ミリを下回るなど、ここ数年は極度の乾

燥状態にあるという。

　通常、約12カ月齢のもと牛を導入し、平均260日程度（８～９カ月程度）の穀物肥育（通

常385キログラム程度まで肥育）を行い、大手パッカーであるカーギルやJBS、中堅パッカー

のハーモニービーフ社に出荷している。主要飼料である大麦は、干ばつや中国の大麦需要の

高まりから、フィードロットで必要な量を確保することが困難になり、23年までは不足分

を米国産トウモロコシで補っていた。しかし、米国まで長距離移動で自家集荷をしなければ

ならず、経済的にも体力的にも負担が大きかったため、現在は導入を取りやめ、自給してい

る大麦などに戻したという。

コラム２－写真２　大麦主体の飼料コラム２－写真１　フィードロットの様子

コラム２ー図１　�カナダの肉牛農場数および
平均飼養頭数の推移
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資料：Statistics Canada
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　現在の肥育牛の取引相場は上昇しているが、ここ数年は穀物・燃料価格の高騰、天候リス

クなどから予測が困難であり、規模拡大の判断が難しいという。これら生産コストの上昇に

対処するため、粗飼料やサイレージなどの自給飼料を供給することで、輸送費の低減や穀物

相場の乱高下に左右されない経営を目指しているという。

　持続可能性やアニマルウェルフェア（AW）への取り組みとしては、堆肥を穀物へのスター

ター肥料などとして使用するなど、家畜排せつ物の効率的な再利用を行っている（コラム２

―写真３）。そのほか、第三者によるAW監査の実施や、牛用の通路の一部をカーブ構造に

して牛が直角に曲がることや後方の牛との接触を防止しており、過度なストレスを与えない

よう工夫している（コラム２―写真４）。

　その他、国際基準を満たすとされるCCIA

（カナダ畜牛認証機関）のRFIDタグ（電子

個体識別タグ）が導入され、個体ごとの情

報の管理・追跡が可能となっている（コラ

ム２―写真５）。今後の販路拡大や輸出への

取り組みについては、自社のブランド牛肉

として、持続可能性やAWの観点からも需要

があるイタリアなどのEUへの輸出に力を注

ぐとしている。さらに、需要が見込めれば、

日本や中国などアジア諸国への販路拡大も

視野に入れたいと語っていた。

コラム２－写真４　カーブ構造

コラム２－写真５　RFIDタグ

コラム２－写真３　集積された堆肥
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カナダ牛肉産業の輸出拡大に向けた代表的

な取り組みとして、カナダ牛肉関係団体が一

丸となって推進している「国家牛肉戦略」（注５）

と、それを基に長期的かつ具体的な達成項目

を定めた「カナダ牛肉業界2030年目標」が

挙げられる。

（注５）国家牛肉戦略の概要については、『畜産の情報』2018年
12月号「カナダの牛肉輸出見通し～輸出拡大を目指すカナダ牛
肉業界」（https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_000397.
html）を参照されたい。

（１）カナダ国家牛肉戦略

「国家牛肉戦略（National Beef Strategy）」

は、2015年からカナダの生産から流通まで

に関わる七つの団体（注６）が一丸となって掲げ

る５カ年目標であり、業界全体が直面する課

題に対処し、より高品質な牛肉生産や輸出拡

大、持続可能性の追求などの目標が設定され

ている。20年には、24年に向けて２回目と

なる目標が設定されたが、当初の目標から大

幅な変更はなく、四つの大きな柱（需要拡大、

競争力向上、生産性向上、業界内外の連携強

化）は以前の目標から引き継がれた。ただし、

前回の目標はCPTPP発効前に設定されてお

り、今期の目標では、CPTPP加盟国への販

売促進活動費を増やし輸出拡大を推進すると

いった項目が追記されている。

その他、競争力向上や生産性向上の項目の

中には、技術革新を通じて生産コストの削減

や品質向上に取り組むとした目標も掲げられ

ている。これらの目標に対し、政府や業界団

体によるこれまでの具体的な取り組み例とし

ては、施設内での食肉品質管理システム

（MQM）や生産現場での3Dカメラの導入と

いった最新技術の導入を支援している（表

４）。こうした取り組みにより、生産から加

工過程でのカナダ産牛肉の品質や安全性を向

上させ、国家牛肉戦略が掲げる競争力強化や

生産性向上を目指している。

（注６）カナダビーフ（Canada Beef）、全国畜牛肥育協会
（National Cattle Feeder's Association）、カナダ肉用牛生産
者協会（Canadian Cattlemen's Association）、カナダ食肉協
会（Canada Meat Council）、カナダ牛肉品種協議会（Canadian 
Beef Breeds Council）、持続可能な牛肉に関するカナダ円卓会
議（Canadian Round Table for Sustainable Beef）、肉牛研
究評議会（Beef Cattle Research Council）

４　牛肉産業の成長戦略

取り組み 内容

①�食肉処理加工施設内での食肉品質
管理システム（MQM）の導入

□ �□ �拠出額：137万7000カナダドル（１億5500万円）
□ �□ �目的：食肉処理加工施設内での食肉品質管理システム（MQM：Meat 
Quality Management）の開発や導入を支援。同システムは枝肉冷却時に個々
の枝肉の状態を即時管理し、冷却の調整力を向上させ、品質や安全性向上、
業務効率化を通じた労働力削減につながるとされる。

②生産現場での3Dカメラの導入

□ �□ �拠出額：35万4600カナダドル（4000万円）
□ �□ �目的：最新の3Dカメラの活用により、肥育農家が生産現場での牛の成長や
健康状態、体脂肪率、枝肉組成などを評価し、と畜前の牛の理想的な生体・
枝肉重量を予測することが可能となり、食肉処理場においても歩留まり生
産効率の向上に寄与するとされる。

表４　政府や業界団体の取り組み（2023年）

資料：CAAIN（カナダ農業食品自動技術ネットワーク）の公表資料に基づき機構作成

https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_000397.html
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_000397.html
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（２）カナダ牛肉業界の2030年目標

国家牛肉戦略に向けて一丸となって行う七

つのカナダ牛肉業界団体は、同戦略で設定さ

れた目標に基づき、業界の気候変動対策や

AWなど、今後10年間の長期的な目標を示

す「2030年目標」を設定している（表５）。

具体的には、2030年までに肉牛生産にかか

る温室効果ガス（GHG）排出量を33％削減

することや、水資源・土壌の保全、牛の快適

性向上のための飼養環境の改善、各生産者の

管理強化などが盛り込まれている。

こうした目標が設定されている中で、７団

体の一つである持続可能な牛肉に関するカナ

ダ円卓会議（CRSB）は24年１月、業界に

よる持続可能性に対するこれまでの進展状況

を公表した。過去３年間の科学的データに基

づき、GHG排出量や生物多様性の保全など

に関する持続可能性指標が示されており、カ

ナダ牛肉業界は、１キログラムの牛肉を生産

する際のGHGガス排出量を14 ～ 21年にか

けて約15％削減したと強調している。

５　おわりに

近年、カナダ産牛肉の対日輸出量は大幅に

増加し、米国と豪州の２大供給国の後に続く

存在感を示している。

今回訪問した現地業界関係者からも、現状

では、カナダの牛肉輸出量の大部分は米国向

けが占めているものの、一国依存のリスク回

避の観点からも、日本は重要な輸出先として

認識されている。その上で、価格競争力の面

では今後も関税率が引き下げられていくこと

や、品質面でも高い水準の牛肉の供給が可能

①温室効果ガスと炭素隔離 ②動物健康福祉
・�2030年までに肉牛生産における温室効果ガス排出量を
33％削減。
・�食肉加工処理場から消費者に至る過程での食品廃棄物
を50％削減。

・生産現場などにおける監視システム確立の維持。
・�肥育牛生産における抗生物質使用の基準値を定量化し
記録する。

③土地利用と生物多様性 ④水資源
・�生産者が管理する3500万エーカーの自生草原を維持す
る。
・持続可能な植物群落と健全な放牧地を維持する。
・�適正に管理された放牧を通じて、自然景観と健全に機
能する生態系を維持する。

・�干ばつや洪水に対する回復力向上に向け、地域ごとの
降水量に応じた地下水資源を潤沢にする。

・牛肉産業における水資源利用効率の改善。
・�草原の生態系がもたらす恩恵の社会認識を高める。

⑤人々の健康と安全 ⑥品質と安全性
・牛肉産業界での労働者の安全性確保の文化を築く。
・�農場や牧場の安全に関する教育、意識向上・改善を支
援し、2030年までに重大事故などを毎年1.5％削減す
る。

・�国内外におけるカナダ産牛肉固有の品質と価値を確立
し、他国産との優位性を裏付ける。

・�輸出や技術革新におけるカナダ産牛肉の競争力を阻害
する規制を撤廃する。

⑦科学技術
・�トレーサビリティの即時性、信頼性、正確性、費用対
効果の向上により、事業と規制基準の両者の目標を達
成する。
・�サプライチェーン全体で、経済的持続性と労働環境を
支える技術革新を支援する。

表５　カナダ牛肉業界の2030年目標に掲げられる七つの重点分野と主な方策

資料：National beef strategyの公表資料を基に機構作成
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であると語っている。その一方で、近年の為

替変動や社会情勢の変化の影響は大きく、今

後の予測は難しいとの声も聞こえた。また、

現在は輸出停止となっている中国向けについ

ても、近年、同国国内の牛肉需要が伸びてい

る中で、今後の対日輸出にも影響を及ぼす動

きとして注目される。

カナダ国内の生産面をとらえると、飼養頭

数が減少の一途をたどる中で、24年は干ば

つや寒気の影響からさらなる飼養頭数の減少

に直面すると予想されている。穀物飼料など

の相場高は、北米の穀物供給量の回復などに

より、現在は収束しつつあるものの、世界的

には混乱が続いており、穀物市場の見通しは

不透明である。

このような中、さらなる牛飼養頭数の減少

は、牛肉業界の活力を左右すると懸念される。

干ばつのリスクや穀物市場の先行きの不透明

感がある中、生産者の増頭意欲を高め、牛群

再構築、ひいては輸出余力拡大へとつながる、

政府や業界団体による生産者への支援策など

が注目される。
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